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ふるさとの誇りを胸に
第２９回ふくしま駅伝
７区　佐藤　仁　選手
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今月の表紙
２９回を数える「ふくしま駅伝」
沿道からの声援を受けて力走する
７区の佐藤仁選手（南会津中２年）

こ
れ
ま
で
の
　

ま
ち
づ
く
り
と

　
　

こ
れ
か
ら
の
　

ま
ち
づ
く
り

写真＝横町区「弁天山」山頂から望む田島地域中心部

タウンミーティング２０１７
ー 町長と町民が共に語り合う町政懇談会 ー

町
内
６
会
場
で
対
話

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
直
接
意

見
を
交
換
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る

手
段
の
一
つ
で
あ
る
「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
町
政
懇
談
会
）」
が
、

10
月
31
日
か
ら
11
月
10
日
の
間
で
６

会
場
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
創
る 

元
気

な
ま
ち
を
目
指
し
て
」

　

合
併
し
て
12
年
を
迎
え
る
南
会
津

町
。
新
庁
舎
も
落
成
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
手
を
携
え
て
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
、「
み
ん
な
の

力
は
地
域
の
力
、
み
ん
な
で
創
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」「
移
り
ゆ
く
四

季
、
人
と
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
宣
言
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
町
民
と
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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タウンミーティング２０１７
町長と町民が共に語り合う町政懇談会

タウンミーティング２０１７
町長と町民が共に語り合う町政懇談会

大
宅
町
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

　
「
互
い
を
思
い
や
り
、
人
と
自
然

が
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
、
安
心
と

信
頼
の
ま
ち
」
の
実
現 

―
。

　

平
成
32
年
度
を
目
標
年
次
と
定
め

た
、
第
２
次
南
会
津
町
総
合
振
興
計

画
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

各
会
場
で
の
冒
頭
、
大
宅
町
長
が
平

成
30
年
度
の
予
算
編
成
へ
の
方
針
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

町
民
と
の
対
話
を
重
視
す
る
大
宅

町
長
。
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見
、

要
望
に
丁
寧
に
対
応
し
な
が
ら
、「
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見

を
、
さ
ら
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
強
い
意
気
込
み

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
わ
た
る
主
な
質
疑

応
答
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

働
く
環
境
の
充
実
と

町
民
所
得
の
向
上

●
水
田
農
業
支
援

　

田
島
地
域
で
、
ほ
場
整
備

　

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
設
置
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
法
人
の
設
立
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

問　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

　

は
、
認
定
農
業
者
や
大
規

模
農
家
に
よ
る
組
織
的
な
取
り
組
み

へ
の
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。
厳
し

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
町
が
計
画
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
る
と
、
農

業
生
産
法
人
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
具
体
化
す
る
に
は
時
間

が
必
要
で
す
。

答●
特
産
品
支
援
（
赤
か
ぶ
）

　

補
助
金
の
廃
止
で
種
を
採

　

取
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

品
質
的
に
良
い
も
の
を
継
続
し
て

栽
培
す
る
た
め
に
は
、各
個
人
よ
り
、

１
カ
所
で
採
取
し
て
栽
培
す
る
方
法

が
一
番
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
対
策
へ
の
検
討
は
。

問　

良
質
の
種
を
確
保
す
る
た

　

め
の
補
助
金
で
す
が
、
受

益
者
負
担
も
発
生
し
ま
す
。
廃
止
は

避
け
た
い
の
で
、
生
産
者
と
協
議
し

な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

答

●
労
働
対
策

　

南
会
津
は
求
人
倍
率
が
２

　

倍
で
県
内
ト
ッ
プ
で
あ

り
、
中
で
も
倍
率
を
上
げ
て
い
る
の

が
福
祉
関
係
や
建
設
業
界
で
す
。

　

外
部
か
ら
の
人
材
が
な
い
と
、
南

会
津
そ
の
も
の
の
労
働
力
不
足
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
。

問　

南
会
津
郡
内
の
企
業
に
よ

　

る
合
同
企
業
説
明
会
を
継

続
す
る
中
で
、
少
し
ず
つ
南
会
津
に

就
職
す
る
学
生
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

南
会
津
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う

意
欲
が
沸
く
よ
う
、
町
も
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

答　

雇
用
創
出
や
若
者
定
着
の

　

た
め
、
旧
桧
沢
中
学
校
を

企
業
誘
致
や
特
別
養
護
老
人
施
設
な

ど
で
利
活
用
す
べ
き
で
は
。

問　

福
祉
施
設
へ
の
活
用
は
、

　

介
護
職
員
が
不
足
し
て
い

る
中
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
か
ら
跡
地
利
用

を
考
え
て
い
ま
す
。

答

福
祉
と
子
育
て

環

境

の

充

実

●
奨
学
資
金
の
償
還
免
除

　

県
で
は
、
県
内
の
企
業
に

　

就
職
し
た
場
合
に
償
還
金

を
免
除
す
る
制
度
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
な
ど
、
町
で
一
生

懸
命
働
い
て
い
る
若
者
へ
の
支
援
は

地
域
の
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
の
考
え
は
。

問　

人
材
不
足
か
ら
、
看
護
師

　

に
対
す
る
奨
学
金
の
免
除

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
職
種
に
限
定
し
な
い
制

度
の
検
討
も
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。 答

●
田
島
高
校
の
魅
力
化

　

志
願
者
の
減
少
を
防
ぐ
た

　

め
、
田
島
高
校
で
し
か
学

べ
な
い
専
門
的
な
学
習
な
ど
、
魅
力

づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

問　

志
願
す
る
生
徒
が
、
将
来

　

に
結
び
つ
く
こ
と
を
学
べ

る
学
校
に
な
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

県
へ
の
要
望
を
通
じ
て
、
田
島
高

校
の
改
革
を
支
援
し
ま
す
。

答地
域
力
の
向
上

●
集
落
支
援
事
業

　

内
容
が
変
わ
っ
て
も
、
集

　

落
応
援
交
付
金
を
継
続
す

る
考
え
は
。

問　

自
分
た
ち
の
地
域
を
ど
の

　

よ
う
に
す
べ
き
か
と
い
う

意
見
を
尊
重
し
、
今
後
も
検
討
し
な

が
ら
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

答　

集
落
集
会
施
設
の
維
持
管

　

理
を
支
援
す
る
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
。

問　

光
熱
水
費
や
保
険
料
な
ど
、

　

維
持
管
理
費
の
軽
減
も
視

野
に
集
落
応
援
交
付
金
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

早
急
に
制
度
化
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

対
策
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

答

●
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
政
策

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る
事

　

業
と
予
算
は
。

問　

総
合
政
策
課
に
相
談
窓
口

　

を
設
け
て
空
き
家
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
首
都
圏
で

の
移
住
定
住
相
談
会
、
若
者
定
着
を

目
指
し
た
「
若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
交
付
金
事
業
」、
故
郷
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
確
保
す

る
た
め
の「
ふ
る
さ
と
同
窓
会
事
業
」

を
展
開
し
て
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
窓
口
に
関
す
る
も

の
が
１
５
０
万
円
、
若
者
定
着
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
事
業
が
、
平
成

28
年
度
実
績
で
９
０
０
万
円
で
す
。

答　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
は
、
ま
ず

　

は
生
活
で
き
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
安
心
、
安
全
、
医
療
、

学
校
、
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
を
、
積
極
的
に
外

部
に
発
信
す
べ
き
で
は
。

問　

町
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

　

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
情
報
発
信
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
町
で
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
で
き
る
限
り
の
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

答

●
高
齢
化
問
題

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
が
多
い
行

　

政
区
で
は
数
値
上
の
高
齢

化
率
は
低
い
が
、
区
の
行
事
な
ど
を

開
催
す
る
と
高
齢
者
ば
か
り
で
す
。

　

10
年
後
に
は
ど
う
な
る
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

問　

区
の
行
事
に
参
加
す
る
方

　

が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と

は
、
町
の
隠
れ
た
問
題
と
し
て
十
分

認
識
し
て
い
ま
す
。

答

社
会
資
本
整
備
の
充
実

●
道
路
網
の
整
備

　

高
規
格
道
路
の
整
備
で
、

　

さ
ら
な
る
過
疎
化
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

厳
し
く
見
極
め
て
、
現
実
的
な
方

向
性
を
見
出
す
べ
き
で
は
。

問　

地
域
の
声
を
受
け
止
め
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
の
払
拭

に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

答

　

道
路
改
良
で
生
活
の
利
便

　

性
が
向
上
し
ま
す
が
、
最

優
先
課
題
は
安
全
面
で
す
。

　

町
の
考
え
は
。

問　

道
路
の
建
設
で
工
事
用
の

　

車
両
が
増
え
る
こ
と
は
明

ら
か
な
の
で
、
関
係
道
路
の
同
盟
会

に
よ
る
要
望
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

答

●
空
き
家
対
策

　

空
き
家
は
個
人
の
財
産
で

　

あ
り
、
朽
ち
て
い
て
も
手

が
出
せ
ず
、
景
観
よ
り
も
防
犯
や
火

災
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

所
有
権
の
問
題
を
解
決
し
な
い
限

り
進
展
が
望
め
な
い
の
で
、
超
法
規

的
な
解
決
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

問　

指
摘
の
と
お
り
、
所
有
権

　

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
ど

こ
ま
で
踏
み
込
め
る
か
も
含
め
て
、

解
決
に
向
け
た
制
度
の
見
直
し
を
視

野
に
検
討
し
ま
す
。

答

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
へ

向
け
た
防
災
体
制
の
充
実

●
防
災
行
政

　

孤
立
す
る
可
能
性
の
高
い

　

地
区
の
集
会
所
な
ど
に
、

災
害
用
品
を
備
蓄
す
る
考
え
は
。

問　

行
政
区
と
し
て
安
全
に
避

　

難
す
る
場
所
が
確
保
で
き

ず
、
避
難
体
制
が
整
い
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
ど
う
す
べ
き
で
す
か
。

問　

災
害
の
ケ
ー
ス
な
ど
に
よ

　

り
避
難
場
所
が
異
な
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
理
解
で
き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

そ

の

他

●
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
事
業

　

こ
の
事
業
の
目
標
年
度
は
。

　

ま
た
、
育
樹
に
も
相
当
な

手
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
考
え
は
。

問　

今
後
10
年
間
の
事
業
と
し

　

て
進
め
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
積
雪
な
ど
の
被
害
に
あ
わ

な
い
大
き
さ
ま
で
は
、
育
樹
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

●
公
共
施
設
の
維
持
管
理

　

さ
ゆ
り
荘
の
建
て
替
え
計

　

画
は
。

問　

現
在
立
地
し
て
い
る
場
所

　

は
災
害
の
危
険
が
あ
る
た

め
、
隣
接
す
る
適
地
へ
の
建
て
替
え

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

答

●
結
婚
支
援

　

結
婚
に
結
び
つ
く
た
め
の

　

支
援
は
大
変
重
要
で
す
。

　

結
果
が
見
え
な
い
と
感
じ
ま
す

が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

問　

今
年
の
９
月
に
開
催
し
た

　

婚
活
支
援
事
業
で
は
、
参

加
者
が
男
性
13
人
、
女
性
５
人
と
少

数
で
し
た
が
、
４
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
を
組

織
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

答

●
無
線
放
送

　

夕
方
５
時
の
放
送
が
町
民

　

の
歌
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

歌
詞
は
地
元
の
方
が
作
ら
れ
た
の

で
、
歌
入
り
の
音
楽
に
変
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　

地
域
の
文
化
祭
で
も
、「
歌
」

　

入
れ
た
ほ
う
が
良
い
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歌
う
方
の
選
任
も
あ
る
の
で
、
少

し
時
間
を
い
た
だ
い
て
検
討
し
ま
す
。

答

　

集
落
単
位
で
の
備
蓄
は
管

　

理
面
で
難
し
い
こ
と
か

ら
、各
総
合
支
所
に
食
料
や
飲
料
水
、

毛
布
な
ど
常
備
し
、
有
事
の
際
に
速

や
か
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

答

資料を手に説明に耳を傾ける参加者

ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
語
る
大
宅
町
長
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スポーツの秋
autumn is a best season for sports

スポーツの秋
autumn is a best season for sports

中学校体育連盟新人戦東北大会
田
島
中
学
校 

野
球
部

田
島
中
学
校 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

チ ー ム 一 二 三 四 五 計

田 島 （ 福 島 県 ） ５ ３ １ ０ ２ 11

余 目 （ 山 形 県 ） ０ ３ １ ０ ０ ４

　岩手県一関市・川崎運動広場（３位決定戦）
　○バッテリー：野中 ー 星伶
　▽三塁打＝湯田朝、　▽二塁打＝星伶、湯田朝

９人で掴んだ３位の成績

７
点
差
で
快
勝
！ 

３
位
に
輝
く

　

11
月
11
日
・
12
日
に
岩
手
県
一
関

市
の
川
崎
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ

た
、
第
５
回
東
北
中
学
校
女
子
新
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
福
島
県
代
表

で
出
場
し
た
田
島
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
。

　

初
日
の
１
回
戦
で
秋
田
県
代
表
の

秋
田
西
中
学
校
に
25
―
１
で
快
勝
す

る
も
、
続
く
準
決
勝
で
２
年
連
続
２

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
岩
手
県
代

表
の
花
泉
中
学
校
に
５
―
０
で
敗
れ

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
３
位
決
定
戦
の
相
手
は

山
形
県
代
表
の
余
目
中
学
校
。
初
回

に
相
手
の
エ
ラ
ー
か
ら
満
塁
の
チ
ャ

ン
ス
を
作
る
と
、
星
伶
奈
が
走
者
一

掃
と
な
る
適
時
二
塁
打
を
放
つ
な
ど

で
５
点
を
先
制
。
さ
ら
に
二
回
に
も

湯
田
朝
妃
の
三
塁
打
な
ど
で
３
点
を

追
加
し
、
序
盤
か
ら
大
量
得
点
で
試

合
を
有
利
に
進
め
ま
し
た
。

　

二
回
の
裏
に
エ
ラ
ー
が
重
な
り
３

点
を
失
う
も
、
五
回
に
２
点
を
加
え

て
粘
る
相
手
を
引
き
離
し
、
コ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
で
勝
利
を
収
め
３
位
に
輝

き
ま
し
た
。

チ ー ム 一 二 三 四 五 六 七 計

田　　　島（福島県） １ ０ ０ １ ０ １ ０ ３

しらかし台（宮城県） １ １ ０ ３ １ ０ × ６

　福島県新地町・新地町総合公園野球場（１回戦）
　○バッテリー：星流 ー 星碧
　▽二塁打＝星流

相
手
を
打
ち
崩
せ
ず
、
悔
し
い
敗
退

　

11
月
11
日
に
新
地
町
総
合
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
た
、
第
９
回
全
日

本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
東
北
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
。
福
島
、
宮
城
両

県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
４
チ
ー
ム

が
、
全
国
大
会
出
場
を
懸
け
て
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
戦
い
ま
し
た
。

　

田
島
中
は
、
１
回
戦
で
宮
城
県
代

表
の
し
ら
か
し
台
中
学
校
と
対
戦
。

　

初
回
に
星
流
空
斗
の
左
越
二
塁
打

か
ら
相
手
の
エ
ラ
ー
で
１
点
を
先

制
。
二
回
に
逆
転
さ
れ
る
も
、
四
回

に
四
球
か
ら
二
死
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
、
星
航
汰
の
中
越
適
時
打
で

同
点
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
直
後
の
四
回
裏
、
一
死

三
塁
か
ら
中
前
適
時
打
で
逆
転
を
許

す
と
、
さ
ら
に
二
死
二
、三
塁
か
ら

右
前
適
時
打
で
２
点
を
失
い
ま
し
た
。

　

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
て
迎
え
た
最
終

回
、
２
つ
の
四
球
と
盗
塁
で
得
点
圏

に
走
者
を
進
め
る
粘
り
を
見
せ
る

も
、
あ
と
１
本
が
出
ず
ゲ
ー
ム
セ
ッ

ト
。

　

第
15
回
東
北
少
年
軟
式
野
球
新
人

大
会
決
勝
戦
（
10
月
１
日
＝
青
森
県

弘
前
市
）
で
敗
れ
た
、
仙
台
育
英
学

園
秀
光
中
等
教
育
学
校
と
の
再
戦
は

果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

秀光中 との再戦ならず、初戦で惜敗
（
宮
城
県
）

草野 琉稀

野
中 

未
来

森　幸

星　

伶
奈

星　

わ
か
菜

稲
本 

多
笑

渡
部 

心
羽

芳
賀　

凜

湯
田 

朝
妃

星　

航
汰

星 

流
空
斗

馬
場 

大
輝

杉
本　

響

大
桃 

訓
太
朗

高
橋 

雄
也

舟
木 

諒
汰

竹
内 

歩
陸

星　

碧

高
橋 

良
亮

渡
部 

麟
之
介



広報みなみあいづ 2017.129 82017.12 広報みなみあいづ

市 町 村 対 抗 戦
第４回ソフトボール大会
ベスト１６の大健闘！

第２９回ふくしま駅伝
総合２４位・町の部で８位入賞

記録「５時間２９分１３秒」

スポーツの秋
autumn is a best season for sports

スポーツの秋
autumn is a best season for sports

つ
な
い
だ
町
の
誇タ

ス
キり

16
区
間
94
・
８
㌔
を
激
走

〝

〝

空
に
響
く
号
砲

　
　
　

ふ
く
し
ま
駅
伝
ス
タ
ー
ト
！

　

11
月
19
日
早
朝
、
し
ら
か
わ
カ
タ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場

の
ス
タ
ン
ド
に
所
狭
し
と
掲
げ
ら
れ

た
色
鮮
や
か
な
横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗

が
、
ト
ラ
ッ
ク
に
整
列
す
る
選
手
の

背
中
を
力
強
く
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
７
時
40
分
、
期
待
と
緊
張
で

静
ま
り
返
る
競
技
場
に
29
回
目
の
号

チーム 一 二 三 四 計

南会津町 ０ ０ ０ ０ ０

いわき市 １ ０ ２ ７× 10
　相馬光陽Ｄ球場（３回戦）
　試合時間：１時間９分（四回コールド）
　○バッテリー：野中、菊地 ー 芳賀

ベスト８に届かず　強豪いわき市に屈する
　台風の影響で１０月２９日に順延した３回戦は、ベ
スト８をかけて強豪いわき市と対戦。
　３点をリードされて迎えた四回、打線は満塁の好機
を作るもあと１本が出ず無得点に抑えられると、その
裏に２本の本塁打や二塁打などで一挙７点を奪われ
ゲームセット。
　初のベスト８には届きませんでしたが、チームは大
健闘。来年もがんばってください！ 大会成績ベスト１６　皆さんお疲れさまでした

区間 距離 氏　名 所　属 総合順位
１ 4.0㎞ 馬場　海羽 学法石川高３年 12
２ 8.2㎞ 室井　僚斗 会津学鳳高３年 13
３ 5.8㎞ 岩堀　　光 舘 岩 中 ３ 年 15
４ 7.3㎞ 渡部　良太 警　　視　　庁 11
５ 6.4㎞ 広野　康太 田 島 高 ２ 年 13
６ 8.3㎞ 向後　隼平 ひ の き Ｓ Ｃ 19
７ 5.2㎞ 佐藤　　仁 南 会 津 中 ２ 年 18
８ 4.1㎞ 林　　郁人 南 会 津 中 ３ 年 19
９ 3.0㎞ 大竹　杏実 田 島 中 １ 年 21
10 9.3㎞ 五十嵐　翔 信 州 大 ３ 年 22
11 3.9㎞ 湯田　綾音 田 島 中 ３ 年 23
12 7.0㎞ 児島　真斗 葵　高　１　年 23
13 4.8㎞ 湯田　和樹 町 振 興 公 社 24
14 5.7㎞ 渡部　来渚 学法石川高１年 22
15 3.4㎞ 皆川　笑香 田 島 中 ３ 年 22
16 8.4㎞ 土橋　一馬 町　　役　　場 24

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
チ
ー
ム
編
成

　
　
　
　

順
位
の
変
動
を
最
小
限
に

　

１
区
で
馬
場
海
羽
（
学
法
石
川
高

３
年
）
が
12
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い

で
好
位
置
を
キ
ー
プ
。
４
区
の
渡
部

良
太
（
警
視
庁
）
の
追
い
上
げ
で
順

位
を
伸
ば
す
と
、
前
半
で
主
力
が
ぶ

つ
か
る
６
区
で
は
、
向
後
隼
平
（
ひ

の
き
Ｓ
Ｃ
）
の
粘
り
の
走
り
で
タ
ス

キ
リ
レ
ー
。

　

そ
の
後
は
安
定
し
た
順
位
を
キ
ー

プ
し
、
最
終
16
区
の
土
橋
一
馬
（
町

役
場
）
が
チ
ー
ム
全
員
で
つ
な
い
だ

タ
ス
キ
を
架
け
て
力
走
し
、
県
庁
前

に
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
の
も
と
に
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
町
の
部
で
８
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

チーム 一 二 三 四 五 計

富　岡　町 １ ０ ３ ０ ０ ４

南会津町 ０ ０ １ ４ ２× ７
　相馬光陽Ａ球場（１回戦）
　試合時間：１時間３０分（五回時間切れ）
　○バッテリー：菊地、野中 ー 芳賀
　▽三塁打＝野中、湯田貴　▽二塁打＝高橋、湯田竜、湯田秀

鮮やかに逆転！　初戦を制す
　１０月１５日、相馬市の相馬光陽ソフトボール場で開催され
た、第４回福島県市町村対抗ソフトボール大会の１回戦。
　富岡町との試合は、３点を追う四回に一挙４点を奪い逆転に
成功すると、さらに五回に２点を加えて相手を突き放し、鮮や
かな逆転劇で初戦を制しました。 開会式のようす

チーム 一 二 三 四 五 六 計

古　殿　町 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２

南会津町 ２ ０ ０ ０ ０ ４× ６
　相馬光陽Ｃ球場（２回戦）
　試合時間：１時間３１分（六回時間切れ）
　○バッテリー：野中 ー 芳賀

同点の六回に一挙４点　ベスト１６に進出
　１０月２１日、２回戦の相手は古殿町。両チームとも初回に２点ず
つを加えてからは、息詰まる投手戦を展開。
　同点のまま迎えた六回、１死満塁から芳賀の右前２点適時打で勝ち
越しに成功すると、さらに２点を追加しゲームセット。ベスト１６へ
進出しました。

荒天の中、懸命にプレーする選手たち

砲
が
響
き
わ
た
り
、
市
町
村
対
抗
福

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し

ま
駅
伝
）
が
ス
タ
ー
ト
。

　

県
内
53
チ
ー
ム
（
７
町
村
連
合
チ

ー
ム
含
む
）
８
４
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
つ
な
ぐ
た

め
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
福
島
県
庁
ま

で
16
区
間
94
・
８
㌔
を
走
り
抜
け
ま

し
た
。

６区 向後隼平 選手 ３区 岩堀 光 選手12 区 児島 真斗 選手

15
区 

皆
川 

笑
香 

選
手

16
区 

土
橋 

一
馬 

選
手
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消
防
団
秋
季
検
閲
式

消
防
庁
長
官
表
彰
披
露

▽
１
号
銀
杯
（
勤
続
25
年
以
上
で
退

団
）
＝
星
良
治
・
渡
部
俊
夫
（
田
島

支
団
）、
小
勝
茂
・
阿
久
津
弘
典
（
舘

岩
支
団
）、羽
染
盛
弘
（
伊
南
支
団
）、

馬
場
純
也
・
邉
見
隆
（
南
郷
支
団
）

▽
２
号
銀
杯
（
勤
続
15
年
以
上
25
年

未
満
で
退
団
）
＝
湯
田
太
樹
・
星
太
・

高
野
英
人
・
星
博
文
・
馬
場
慶
明
（
田

島
支
団
）、芳
賀
嘉
成
（
伊
南
支
団
）、

酒
井
直
博
・
森
春
樹
（
南
郷
支
団
）

福
島
県
知
事
表
彰

▽
精
勤
章
＝
星
勝
明
（
舘
岩
支
団
）、

本
杉
佳
一
（
伊
南
支
団
）

▽
永
年
勤
続
章
（
勤
続
25
年
以
上
）

＝
星
良
明
・
大
桃
一
浩
・
室
井
健
弘
・

佐
藤
安
弘
・
大
竹
正
一
・
相
原
純
・

町
島
隆
夫
・
長
堀
健
一
・
渡
部
晃
治
・

阿
久
津
弘
之
・
渡
部
浩
治
・
五
十
嵐

明
・
渡
部
三
夫
（
田
島
支
団
）、
芳

賀
克
則
・
星
正
行
（
舘
岩
支
団
）、

馬
場
剛
・
菊
地
文
義
・
堀
金
満
（
伊

南
支
団
）、馬
場
芳
男
・
五
十
嵐
時
和
・

目
黒
智
夫
・
邉
見
隆
（
南
郷
支
団
）

▽
親
子
等
消
防
表
彰
＝
室
井
一
雄
・

大
樹
、
室
井
英
雄
・
佑
太
、
湯
田
正

道
・
敏
光
、
渡
部
守
・
亮
太
、
山
越

一
幸
・
貴
幸
、
山
田
潤
・
拓
也
、
福

田
謙
吉
・
儀
人
（
田
島
支
団
）

福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
湯
田
和
雄
・
塩
生
浩
明

（
田
島
支
団
）、
馬
場
要
助
（
伊
南
支

団
）

▽
精
勤
章
＝
渡
部
守
・
五
十
嵐
博
夫
・

渡
部
章
（
田
島
支
団
）、
大
山
芳
勝
・

　

10
月
29
日
、
南
会
津
町
消
防
団
秋

季
検
閲
式
が
田
島
地
域
の
田
島
体
育

館
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
婦
人
消

防
隊
、
合
わ
せ
て
約
３
８
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
屋
内
に
変
更
さ
れ

た
会
場
で
は
、
中
隊
編
成
や
検
閲
官

に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
、
団
員

小隊訓練では一糸乱れぬ隊列編成を披露（南郷支団）

赤
松
仁
一
（
舘
岩
支
団
）、

芳
賀
伸
一
・
河
原
田
信
弘
・

平
野
弘
夫
（
伊
南
支
団
）

▽
退
職
団
員
感
謝
状
（
20

年
以
上
勤
続
し
退
団
）
＝

大
竹
伊
八
・
湯
田
貴
文
・

湯
田
太
樹
・
平
野
光
一
・

室
井
由
男
・
鈴
木
雄
蔵
・

星
良
治
・
星
太
・
渡
部
俊

夫
・
馬
場
慶
明
・
星
博
文

（
田
島
支
団
）、
小
勝
茂
・

芳
賀
弘
幸
・
阿
久
津
弘
典

（
舘
岩
支
団
）、
羽
染
盛
弘

（
伊
南
支
団
）、
五
十
嵐
秀

一
・
酒
井
直
博
・
馬
場
純

也
・
邉
見
隆
（
南
郷
支
団
）

南
会
津
町
消
防
団
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
荒
川
裕
也
・
星
慎
・
渡

部
哲
朗
・
星
孝
幸
・
山
田
佳
幸
・
芳

賀
沼
勇
太
・
大
竹
厚
太
郎
（
田
島
支

団
）、
小
椋
貴
司
也
（
舘
岩
支
団
）、

馬
場
誠
二
・
赤
塚
泰
弘
・
馬
場
雅
弘
・

馬
場
大
介
・
新
国
正
典（
伊
南
支
団
）、

梁
取
博
・
平
野
智
之
・
星
哲
康
・
酒

井
三
郎
・
馬
場
秀
樹
・
岩
渕
隆
志
・

梁
取
建
太
・
星
拓
朗
・
佐
藤
光
（
南

郷
支
団
）

た
ち
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た

精
鋭
に
よ
る
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ

る
と
と
も
に
、
表
彰
式
で
は
消
防
活

動
で
の
功
労
や
功
績
を
た
た
え
、
各

団
員
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

親子等消防表彰を受賞した、室井英雄さん（田島支団本部分団長＝左）と、
室井佑太さん（田島支団第１分団第２部団員＝右）

町 功 労 者 表 彰 式
町政の発展に貢献された５人を表彰
　町功労者表彰は、本町の政治、経済、教育文化、社会福祉などの、各般にわたって町政の発展に尽力し、また各分野で
町民の模範と認められる方々を表彰することで、豊かで明るい町づくりを目指しています。
　平成２９年度の表彰式は、１１月２２日に役場正庁で行われました。

功
績
表
彰

室
井 

常
次 

さ
ん
（
川
島
）

　

川
島
下
組
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長

と
し
て
、
21
年
の
長
き
に
わ
た
り
納

税
貯
蓄
組
合
の
運
営
と
町
税
な
ど
の

納
期
内
収
納
に
尽
力
さ
れ
、
町
財
政

の
健
全
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
宅
町
長

星 

ト
メ
ヨ 

さ
ん

木
下 

武
司 

さ
ん

室
井
副
議
長

星
教
育
長

渡
部
副
町
長

星 

公
正

県
議
会
議
員

大
谷
英
明

南
会
津
地
方
振
興
局
長

代表して謝辞を述べる星トメヨさん 表彰を受ける木下武司さん

小
勝 

茂 

さ
ん
（
前
沢
）

　

平
成
２
年
に
舘
岩
村
消
防
団
に
入

団
以
来
、
27
年
の
長
き
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
班
長
、
部
長
を
歴
任
さ

れ
、
団
員
の
育
成
や
組
織
強
化
、
予

防
消
防
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

星 

ト
メ
ヨ 

さ
ん
（
針
生
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

21
年
の
長
き
に
わ
た
り
要
援
護
者
の

相
談
に
親
身
に
対
応
さ
れ
た
ほ
か
、

関
係
団
体
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
町
福
祉
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

木
下 

武
司 

さ
ん
（
高
杖
原
）

　

舘
岩
村
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指

導
委
員
並
び
に
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
、
27
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

星 

け
え
子 

さ
ん
（
松
戸
原
）

　

舘
岩
村
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指

導
委
員
並
び
に
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
、
21
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
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11月 会議・行事名
１ 林業モデル事業県要望 / タウン

ミーティング（舘岩地域）
２ 田島文化祭 / チャリティゴルフ

益金寄付贈呈 / タウンミーティ
ング（南郷地域）

３ 伊南地域文化祭
5 ヤマザクラ１万本の里づくり記

念植樹祭 / 南会津地方環境衛生
組合職員採用試験

6 舘岩地域老人クラブ新庁舎見学
/ 南会津地方広域市町村圏組合
管理者会・議会第３回臨時会・
議会全員協議会 / タウンミー
ティング（田島地域田島地区）

７ 南会津町田島支部戦没者慰霊祭
/ 南会津町田島・伊南赤十字奉
仕団受賞報告 / タウンミーティ
ング（田島地域桧沢地区）

８ 南会津地方環境衛生組合視察研
修（初日）

9 南会津地方環境衛生組合視察研
修（２日目）

10 舘岩地域太陽光発電事業安全祈
願祭 / 会津方部健康集会 / 消防
車両引渡し式 / 南会津会施設訪
問 / タウンミーティング（田島
地域荒海地区）

12 横町区弁天山植樹祭 / 藤生区収
穫感謝の集い / 金井沢区収穫祭
/ 古今区秋祭り / 陸上自衛隊第
６音楽隊演奏会

13 国道３５２号改良工事促進期成
同盟会中央要望（初日）

14 国道３５２号改良工事促進期成
同盟会中央要望（２日目）

15 災 害 対 策 専 門 研 修 会 ト ッ プ
フォーラム

16 国道４００号舟鼻峠改良促進期
成同盟会中央要望

17 東京都文京区表敬訪問
18 まるごと南会津観光ＰＲフェア

（初日）
19 まるごと南会津観光ＰＲフェア

（２日目）
20 地方自治法施行７０周年記念式

典 / 荒海地区ほ場整備組合懇談
会

21 ふくしま駅伝入賞報告 / 温知会
杯争奪囲碁大会優勝報告 / 優良
農業委員会表彰受賞報告

22 町功労者表彰式 / 町農業再生協
議会臨時総会 / たかつえカント
リークラブ懇談会

23 大豆渡区収穫祭
24 黒沢区陳情 / プレゼントツリー

事業面談 / 議員懇談会 / 町消防
団しんごろう会

25 野岩鉄道㈱取締役会・施設整備
等検討委員会

28 全国治水砂防促進大会 / 治水砂
防協会国会議員要望

29 南会津地方広域市町村圏組合管
理者会 / 全国町村長大会

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 43

未
来
に
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り

　

11
月
５
日
、
会
津
山
村
道
場
（
う

さ
ぎ
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
）
で

「
第
１
回
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里

づ
く
り
記
念
植
樹
祭
」が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
内
外

か
ら
２
８
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
大
宅
町
長
が
「
豊

か
で
、
貴
重
な
自
然
遺
産
を
未
来
に

つ
な
い
で
行
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
」
と
あ
い

さ
つ
。
日
ご
ろ
か
ら
町
内
の
緑
化
に

貢
献
し
て
い
る
「
田
島
第
二
小
学
校

緑
の
少
年
団
」
と
、
こ
の
里
づ
く
り

へ
寄
付
を
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と

南
会
津
会
」
に
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

植
栽
さ
れ
た
苗
木
は
花
が
咲
く
ま

で
管
理
し
、
将
来
に
向
け
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
８
９
人
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
栽

田
島
第
二
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
（
右
）
と
、

ふ
る
さ
と
南
会
津
会
副
会
長
の
室
井
満
夫
さ

ん（
左
）
に
、
感
謝
状
を
贈
呈

あいさつを述べる大宅町長

「キビタン」と「んだべぇ」もヤル気満々（中央）
苗木には、記念に植樹者の氏名を刻印したプレートが取り付けられました

地
元
の
古
今
区
か
ら
振
る
舞
わ
れ
た
「
し
ん

ご
ろ
う
」
と
「
き
の
こ
汁
」

日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
駆
け
つ
け
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
下
野
侑
紀
さ
ん
（
日
本
さ
く
ら

の
女
王
＝
中
央
）

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り

事
業
に
対
し
て
、
３
人
の
方
か
ら
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
基

金
に
繰
り
入
れ
、
今
後
の
植
樹
や
植

栽
さ
れ
た
苗
木
の
管
理
な
ど
に
役
立

て
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
付
者
】

室
井
百
合
子 

様
（
南
会
津
町
永
田
）

土
橋　

作
次 

様
（
東
京
都
小
平
市
）

黒
川　

八
郎 

様
（
東
京
都
小
平
市
）

心
あ
た
た
ま
る
寄
付
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

セルフメディケーション税制のお知らせ

（医療費控除の特例）
　健康の保持増進および疾病予防に対して一定の取り組みをしている方が、平成３３年１２月３１日
までに「スイッチＯＴＣ医薬品」を購入した場合、その年の支払額が１万２千円を超える額（上限
８万８千円）を対象に、所得控除が受けられる制度です。
　なお、生命保険金などの補てんがある場合は異なります。（詳しくは、下表のとおり。）

スイッチＯＴＣ医薬品って何？

　もともと医療用として使用されていた医薬品を

有効成分や服用方法、用量が全く同じまま市販さ

れている医薬品のことを指します。

　なお、対象商品には共通識別マークが表示され

ています。

　申告対象の１月～１２月の間に、申告者が次のいずれ

かを受けていることです。

　・保険者が実施する特定健康診査（メタボ健診）

　・職場で受けた定期健康診断（事業主健診）

　・保険者が実施する健康診査（人間ドックなど）

　・市町村が実施するがん検診

　・予防接種

一定の取り組みとは？

支出の対象
（申告対象の１月～１２月のもの）

申告に必要な書類 控除額の計算 控除限度額

特　

例　

控　

除

本人、または本人と生計を
同じにする配偶者、および
その他の親族の「スイッチ
ＯＴＣ医薬品」の購入費

１．控除対象医薬品の購入が確認できる
　　領収書
※購入日、販売店名、対象医薬品が確認
　できるもの
２．本人の「一定の取り組み」が確認で
　　きる書類（結果通知等）
３．生命保険金等補てん金額が確認でき
　　る書類

控除対象医薬品の合計額－①－②

①保険金等補てん額
②１万２千円

最高８万８千円

医 

療 

費 

控 

除

本人、または本人と生計を
同じにする配偶者、および
その他の親族の「医療費」
※スイッチＯＴＣ医薬品の
　購入費を含む

１．医療費控除明細書
２．医療費通知（医療費のお知らせなど）
　　や領収書
３．生命保険金等補てん金額が確認でき
　　る書類

医療費の合計額－①－②

①保険金等補てん額
②１０万円※

※合計所得金額（A）が２００万円
　以下の場合は「（A）×５％」

最高２００万円

ドラッグストア●●店
＜ 領 収 書 ＞

2017年12月13日

★かぜ薬

　　　　　　　　　　　　1点　￥1,080

　サプリメントＳ

　　　　　　　　　　　　1点　　￥540

　小計　　　　　　　　　2点　￥1,620

　合計　　　　　　　　￥１，６２０
（内消費税　　　　　　　　　　　　　　￥120）

　現金　　　　　　　　￥２，０００

　釣銭　　　　　　　　　　￥３８０

★印はセルフメディケーション対象商品

確定申告に必要な書類
◆改正「その①」
　平成２９年分の確定申告から、医療費控除の明細書の添付が必要です。
※医療費控除の明細書は、医療を受けた個人・病院・薬局ごとに合計して記載
◆改正「その②」
　医療保険者から交付を受けた医療通知を添付すると、明細の記入が省略できます。
※平成２９年から平成３１年までは、医療費の領収書の添付または提示が可能

特例の適用
◆従前の医療費控除との両方を適用することはできません。
※どちらか一方を申告者本人が選択します。
◆平成３０年度（平成２９年分）の申告から適用されます。

給与支払報告書を忘れずに提出しましょう
　所得税の源泉徴収義務がある事業主（給与支払者）※  は、法人・個人を問わず、前年中に支払った給与
について、給与支払額の多少にかかわらず、アルバイト・パート、役員などを含むすべての従業員の給与
支払報告書を作成し、従業員の１月１日現在における住所地の市町村長に提出することが法令により義務
付けられています。

※従業員を雇用する事業主（給与支払者）は、所得税の源泉徴収義務者です。

【この見開きページに関る問合せ】
税務課　町税係　　　　　　　　　　℡0241（62）6110　　　　舘岩総合支所　町民課　住民税務係　℡0241（78）3345
伊南総合支所　町民課　住民税務係　℡0241（76）7712　　　　南郷総合支所　町民課　住民税務係　℡0241（72）2224

区　分 内　　　　　　　　　　容

提出するもの ①給与支払報告書　　②総括表

提 出 期 限 平成３０年１月３１日（水）

提 出 先
（ 南 会 津 町 ）

【持参の場合】本庁税務課または各総合支所町民課

【郵送の場合】〒９６７－８５０１   南会津町田島字後原甲３５３１－１   南会津町役場 税務課

そ の 他
　町から特別徴収義務者の指定を受けている事業所は、町から郵送された給与支払報告書（総

括表）をご使用ください。

重 要 事 項

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）の施行により、給与支払報告書に「法人番号」

および「個人番号」の記載が必要です。

　本人確認は、次のとおりに分類されます。

　◆番号確認（正しい個人番号を確認）

　◆身元確認（申告者が個人番号の持ち主であるかを確認）

　なお、代理人が提出する場合は次の書類が必要です。

　①委任状（法定代理人の場合は戸籍謄本、その他の資格を証明する書類）

　②代理人の身元確認書類

　③個人事業主の個人番号確認書類

【番号記載の対象者】

●給与受給者・・・受給者本人、控除対象配偶者、扶養親族

●給与支払者・・・法人番号、個人番号（個人事業主の場合）
※支払者が個人事業主の場合は、
　提出時に本人確認を行います。

①１点で確認できるもの　→　「個人番号カード」

②２点以上で確認できるもの　→　個人番号カードをお持ちでない方は、次のいずれかの書類を

　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれご用意ください。

通知カード

顔写真入りの証明書（１点）
・運転免許証
・パスポート
・障害者手帳　など

次の書類のうち２点
・医療保険の被保険者証
・年金手帳
・児童扶養手当証書　など

＋ または

※
領
収
書
に
「
控
除
の
対
象
と
な
る
旨
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る

『 「一定の取り組み」が確認できる書類 』とは、次の記載があるものに限ります
（１）氏名、（２）取り組みを行った年、（３）事業を行った保険者、事業者もしくは市区町村の名称または取り組みに係る診察
を行った医療機関の名称もしくは医師の氏名の記載があるもの
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役場からのお知らせ
town office information

平成２９年１０月１６日から１１月１５日の間に、納税いただいた方々をご紹介します。（計５９件）
ふるさと納税（応援寄付金）  ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
県
外
出
身
・
在
住
で
す
が
、
訪
れ
る
た
び
に

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
温
か
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま

す
。

▼
両
親
が
旧
田
島
町
出
身
で
す
。
小
さ
い
頃
に

遊
び
に
行
く
と
、
よ
く
祖
父
母
に
可
愛
が
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
昭
和
の
頃
の
街
並
み
や
自
然

の
風
景
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
も
親
戚
が
田

島
地
域
に
い
ま
す
。
せ
め
て
寄
付
と
い
う
形
で

繋
が
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
旧
南
郷
村
の
和
泉
田
出
身
で
す
。今
日
ま
で
、

ふ
る
さ
と
か
ら
沢
山
の
元
気
を
い
た
だ
い
て
ま

す
。
微
力
で
す
が
、
心
か
ら
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

▼
南
会
津
～
桧
枝
岐
の
ル
ー
ト
が
わ
か
り
に
く

い
の
で
、
南
会
津
郡
の
起
点
や
分
岐
点
を
看
板

で
お
知
ら
せ
し
て
欲
し
い
で
す
。

▼
遠
く
離
れ
て
も
故
郷
に
は
愛
着
が
あ
り
、

時
々
送
っ
て
頂
く
広
報
物
も
興
味
深
く
拝
見
し

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
ど
こ
の
地
方
で
も
課

題
で
す
が
、
自
然
を
温
存
し
て
住
み
や
す
い
故

郷
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
災
害
復
興
で
派
遣
さ
れ
て
か
ら
毎
年
訪
れ
て

い
ま
す
。
町
に
は
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す

ね
。
風
評
被
害
は
残
り
ま
す
が
、
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
省
の「
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
靭
化
」

事
業
で
、
Ｒ
Ｆ
Ｃ
ラ
ジ
オ
福
島
中
継
局
の
整
備

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ウ
ォ
ー
ク
で
よ
く
行
き
ま
す
。
歴
史
と
自
然

が
い
っ
ぱ
い
で
訪
れ
る
た
び
に
感
動
が
あ
り
ま

す
。

▼
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
何
度
行
っ
て
も

楽
し
い
場
所
な
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
も
地
域
活
性

化
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
立
派
な
庁
舎
、
職
員
皆
さ
ん
の
心
あ
た
た
ま

る
対
応
。
町
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
と
信
じ
ま

し
た
。

▼
今
年
も
湯
ノ
花
温
泉
に
バ
イ
ク
で
泊
ま
り
に

行
き
ま
す
。
田
代
山
林
道
の
舗
装
が
増
え
て
い

る
の
が
残
念
で
す
。

▼
会
津
の
出
身
で
す
。
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

▼
町
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
た

め
の
諸
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
に
癒
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
夢
を
！

▼
年
に
数
回
訪
れ
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
来

ま
し
た
。
今
後
も
応
援
し
ま
す
。

▼
私
を
育
ん
で
く
れ
た
町
に
、
そ
し
て
山
に
川

に
大
感
謝
！

▼
母
の
実
家
が
旧
南
郷
村
で
す
。
近
々
、
久
し

ぶ
り
に
訪
れ
る
予
定
な
の
で
楽
し
み
で
す
。

ふるさと納税がクレジット決済できるようになりました。
パソコンやスマートフォンからも申し込みできます。
詳しくは町ホームページをご覧ください。

総合政策課 地域振興係
0241-62-6210

問南会津町 ふるさと納税

▼
応
援
し
て
い
ま

す
。
い
つ
か
訪
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
が
維
持

さ
れ
ま
す
よ
う
願

い
ま
す
。
子
ど
も

達
の
笑
顔
の
た
め

に
！

▼
父
の
故
郷
。
大

好
き
で
す
。

▼
活
性
化
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
身
地
が
ま
す

ま
す
活
性
化
し
ま

す
よ
う
。

▼
子
供
た
ち
の
将

来
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

町
商
品
券
連
合
会
が
発
行
し

た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
」

は
、
12
月
31
日
で
利
用
期
間
が

終
了
し
ま
す
。

　

期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
お
手
元
に

お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

再
度
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
の
利
用
期
間
は

12
月
31
日（
日
）ま
で

み  

ほ  

ん

【問合せ】
南会津町商品券連合会
（南会津町商工会内）

電話０２４１- ６２- ０３２９

利用期間が残りわずかだべぇ
早く使わねぇと
もったいねぇべぇ！

み  

ほ  

ん

み  

ほ  

ん

平成２８年度の

未利用額は

「約８１万円」

作品を審査する関係者（南郷地域）

高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展

丹
精
込
め
た
作
品
を
発
表

　

創
作
活
動
を
通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
作

品
展
が
、
町
内
各
地
域
の
文
化
祭
に
併
せ
て
開

催
さ
れ
、
長
年
培
っ
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
溢

れ
る
全
３
５
２
点
の
出
展
作
品
が
、
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
高
齢
者
の
出

展
作
品
の
う
ち
42
点
が
表
彰
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
町
長
賞
】　　
　
　

※
氏
名
・
団
体
名
（
地
域
）

●
金
賞
（
個
人
）

　

室
井
眞
善
（
田
島
）・
阿
久
津
モ
ト
（
舘
岩
）・

　

星
ス
エ
子
（
伊
南
）・
邉
見
美
代
子
（
南
郷
）

●
金
賞
（
団
体
）

　

聖
光
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
田
島
）・
舘
岩
生
き

　

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
舘
岩
）・
尾
白
荘
（
伊

　

南
）・
み
さ
わ
荘
（
南
郷
）

●
銀
賞

　

芳
賀
要
二
（
田
島
）・
渡
部
正
平
（
田
島
）・

　

湯
花
里
苑
東
フ
ロ
ア
（
舘
岩
）・
舘
岩
デ
イ

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
高
夕
（
舘
岩
）・
佐
野

　

久
子
（
伊
南
）・
佐
野
智
嘉
子
（
伊
南
）・

　

五
十
嵐
由
一
（
南
郷
）・
翁
田
照
江
（
南
郷
）

●
銅
賞

　

遠
藤
リ
ン
（
田
島
）・
佐
藤
一
秋
（
田
島
）・

　

佐
藤
通
弘
（
田
島
）・
大
山
ミ
ヨ
子
（
舘
岩
）・

　

吉
田
利
男
（
舘
岩
）・
湯
花
里
苑
西
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
（
舘
岩
）・
羽
染
ス
エ
子
（
伊
南
）・

　

馬
場
タ
カ
子
（
伊
南
）・
森
コ
ウ
（
伊
南
）・

　

五
十
嵐
一
（
南
郷
）・
齋
藤
菊
子
（
南
郷
）・

　

渡
部
喜
平
（
南
郷
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞
】

　

平
野
裕
（
田
島
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
南
会
津
地
区
有
功
会
長
賞
】

　

大
竹
節
子
（
田
島
）

【
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
賞
】

　

大
桃
博
（
伊
南
）

【
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
】

　

馬
場
イ
マ
ノ
（
南
郷
）

【
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

星
享
（
舘
岩
）

【
南
会
津
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

阿
久
津
モ
ト
（
舘
岩
）

【
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

星
チ
ヱ
子
（
田
島
）・
星
喜
七
（
舘
岩
）・
平

　

野
マ
ツ
江
（
伊
南
）・
大
塚
ミ
チ
ノ
（
南
郷
）

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

　

黒
澤
富
夫（
田
島
）・
阿
久
津
フ
ミ
コ（
舘
岩
）・

　

河
原
田
キ
チ
子
（
伊
南
）・
馬
場
莊
吉
（
南
郷
）

作品展のようす（伊南地域）

左から星教育長、猪股さん

猪股純一さんの識見と実践力が実る
社会教育の振興に多大な貢献

　

10
月
31
日
、
南
会
津
町
社
会
教
育
委
員
の
会

議
の
議
長
を
務
め
る
猪
股
純
一
さ
ん
（
本
町
）

が
、
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

猪
股
さ
ん
は
、
平
成
15
年
４
月
に
旧
田
島
町

の
社
会
教
育
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、
14
年

の
長
き
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
進
展
に
尽
力
さ

れ
、
現
在
は
、
南
会
津
地
区
社
会
教
育
委
員
連

絡
協
議
会
長
、
福
島
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
、
さ
ら
に
は
会
津
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎

保
存
会
の
会
長
と
し
て
、
郷
土
芸
能
の
育
成
や

伝
承
な
ど
を
貢
献
的
に
努
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
た
び
こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
受

賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
１
日
、
猪
股
さ
ん
が
受
賞
の
報
告
の
た

め
教
育
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名
福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様 東 京 都 練 馬 区 加藤　立男　様 東 京 都 大 田 区 平井　昭司　様
福島県須賀川市 冨塚　明子　様 東 京 都 練 馬 区 山内　貴典　様 東 京 都 小 平 市 黒川　八郎　様
福島県会津若松市 一重　卓冬　様 東 京 都 練 馬 区 室井　研二　様 東 京 都 府 中 市 原田　力生　様
茨 城 県 桜 川 市 目黒　弘子　様 東 京 都 練 馬 区 石原　　綾　様 東 京 都 狛 江 市 小机　菜穂　様
茨 城 県 桜 川 市 目黒　由美　様 東 京 都 江 東 区 五十嵐貞二郎　様 神奈川県横浜市 北村由紀子　様
茨 城 県 守 谷 市 広田　安史　様 東 京 都 江 東 区 久松　孝司　様 神奈川県横浜市 山田　昭三　様
茨 城 県 古 河 市 平田　一峰　様 東 京 都 江 東 区 久松信太郎　様 静 岡 県 静 岡 市 戸澤久美子　様
栃 木 県 下 野 市 安藤　喜仁　様 東 京 都 新 宿 区 豊田　　康　様 静 岡 県 藤 枝 市 城田　純一　様
埼 玉 県 朝 霞 市 月田耕一郎　様 東 京 都 新 宿 区 山末　英典　様 愛 知 県 豊 田 市 野々山直美　様
千 葉 県 船 橋 市 西澤　重雄　様 東 京 都 品 川 区 千代田義法　様 滋 賀 県 大 津 市 福井　嘉昭　様
千 葉 県 市 川 市 井須　祐樹　様 東京都江戸川区 吉津　和利　様 岡 山 県 津 山 市 加藤　伸吾　様
千 葉 県 千 葉 市 栗原　　勇　様 東 京 都 目 黒 区 小宮　博昭　様 匿名希望 ２４件
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

田
島
・
伊
南
の
赤
十
字
奉
仕
団
が
受
賞
報
告

多
岐
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
貢
献

　

日
本
赤
十
字
社
創
立
１
４
０
周
年
の
記
念
の

年
に
、
田
島
赤
十
字
奉
仕
団
（
渡
部
榮
子
委
員

長
）
が
「
日
本
赤
十
字
社
社
業
功
労
者
社
長
特

別
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
奉
仕
団
は
、

昭
和
48
年
に
県
内
で
３
番
目
に
設
立
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
40
数
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
で
活

動
し
、
県
内
の
赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
推
薦
を
受

け
る
功
労
表
彰
を
、
田
島
・
伊
南
赤
十
字
奉
仕

団
か
ら
５
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
皆
さ
ん
が

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

【
日
本
赤
十
字
社
社
業
功
労
者
社
長
特
別
表
彰
】

　

南
会
津
町
田
島
赤
十
字
奉
仕
団

【
功
労
表
彰
】

●
金
色
有
功
章

　

湯
田
公
子
（
上
中
町
）・
室
井
豊
子
（
本
町
）・

　

米
田
幸
子
（
伊
南
上
町
）・
羽
染
正
巳
（
宮
沢
）

●
銀
色
有
功
章

　

室
井
イ
ツ
子
（
関
本
）

受賞の報告に訪れた各奉仕団の関係者

城彰二さんがサッカー教室を開催
プロ選手の技術を肌で感じる

　

10
月
22
日
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
で
、
現

在
は
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
城
彰
二
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
年
目
と
な
る
城
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー

教
室
に
は
、
高
校
時
代
の
後
輩
で
あ
る
平
瀬
智

行
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
保
護
者
向
け
の
講
演
や
子
ど
も

た
ち
と
の
実
技
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者

が
プ
ロ
の
技
術
を
間
近
で
体
感
で
き
る
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
機
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
す
選
手
が
生
ま
れ
、
町
が
ス
ポ
ー
ツ
で
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

城さんとミニゲームを楽しむ子どもたち

町農業委員会が優良農業委員会表彰を受賞
地域農業の発展に多大な貢献

　

町
農
業
委
員
会
（
五
十
嵐
伸
人
会
長
）
が
、

県
下
農
業
委
員
大
会
で
優
良
農
業
委
員
会
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
各
種
法
令

業
務
に
お
い
て
適
正
な
執
行
に
努
め
る
と
と
も

に
、
30
㌃
以
下
の
農
地
転
用
許
可
権
限
の
事
務

以
上
を
受
け
る
な
ど
、
農
地
行
政
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
や

荒
廃
農
地
の
防
止
・
解
消
、
担
い
手
の
育
成
と

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
た

び
こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
21
日
、
五
十
嵐
伸
人
会
長
と
室
井
文
一

職
務
代
理
者
が
、
受
賞
の
報
告
の
た
め
町
長
室

を
訪
れ
ま
し
た
。

左から室井さん、五十嵐会長、大宅町長

ま ち の 話 題
news ＆ topics

第５回温知会杯争奪囲碁大会
Ａ組で県内16チームの頂点に

　

１
チ
ー
ム
３
人
の
団
体
戦
で
、
県
内
各
地
か

ら
計
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
第
５
回
温
知
会
杯

争
奪
囲
碁
大
会
が
、11
月
12
日
に
会
津
若
松
市
・

東
山
温
泉
の
原
瀧
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
棋
院
田
島
支
部
の
「
鴫
山
」
が
、
チ
ー

ム
の
合
計
段
級
位
が
上
位
の
Ａ
組（
16
チ
ー
ム
）

に
出
場
し
、
盤
上
に
火
花
を
散
ら
し
ま
し
た
。

　

変
則
リ
ー
グ
戦
の
試
合
で
、
鴫
山
は
上
段
位

者
が
揃
う
チ
ー
ム
を
次
々
と
攻
略
。
見
事
優
勝

を
勝
ち
取
り
、
南
嘉
輝
温
知
会
理
事
長
よ
り
ト

ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
優
勝
の
報
告
の
た
め
皆
さ
ん
が

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

左から室井隆雄日本棋院田島支部長、鴫山チームの居倉雅彦さん、室
井君彦さん、大竹幸衛さん、大宅町長

交
流
ス
ペ
ー
ス
「
棋
ら
く
」
を
開
設

気
楽
に
囲
碁
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

第
５
回
温
知
会
杯
争
奪
囲
碁
大
会
で
優
勝
し

た
「
鴫
山
」
が
所
属
す
る
、
日
本
棋
院
田
島
支

部
で
は
、
広
く
南
会
津
地
域
内
の
囲
碁
愛
好
家

が
、
日
ご
ろ
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
自
由
に
囲
碁

を
楽
し
め
る
場
所
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
関
係
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、

囲
碁
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
棋
ら
く
」
を
開
設
し
ま

し
た
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

　

会
津
田
島
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　

２
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
会
津
田
島

　

駅
併
設
）

【
開
設
日
時
】

　

毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
12
月
は
16
日
（
土
）・
18
日
（
月
）
が
休
み

【
利
用
条
件
】

◆
新
規
の
方
は
「
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
記
入

◆
施
設
維
持
管
理
費
と
し
て
１
日
２
０
０
円
を

　

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。（
支
部
会
員
は
無
料
）

◆
室
内
禁
煙

◆
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

◆
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
対
局

【
問
合
せ
】

日
本
棋
院
田
島
支
部　
事
務
局
長　
杉
原
一
成

TEL
０
９
０
（
５
５
９
８
）
７
１
１
０

南郷小で認知症サポーター養成講座
孫世代のサポーターを養成

　

南
郷
小
学
校
の
６
年
生
11
人
を
対
象
に
、
地

域
の
お
年
寄
り
の
方
々
と
い
つ
ま
で
も
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
栃
木
県
発
行
の
「
地
域
医
療

等
振
興
自
治
宝
く
じ
」
の
収
益
金
を
財
源
と
し

た
（公財）
地
域
社
会
振
興
財
団
の
助
成
に
よ
り
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
お
年
寄
り
の
身
体
の
不
自
由
さ

を
疑
似
体
験
で
き
る
キ
ッ
ト
や
、
認
知
症
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
の
教
材
・
寸
劇
に
よ
り
、

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

真剣に講座に取り組む子どもたち

第１６回 南郷新そばまつり
香り高い新そばが食べ放題

　

10
月
21
日
、
南
郷
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
で
第
16
回
南
郷
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
昼
と
夜
の
２
部
構
成
で
、
５
人
の

「
そ
ば
打
ち
名
人
」
に
よ
る
香
り
高
い
そ
ば
は

ど
れ
も
食
べ
放
題
。
さ
ら
に
郷
土
料
理
や
南
郷

ト
マ
ト
、
鮎
の
塩
焼
き
な
ど
、
地
元
な
ら
で
は

の
お
も
て
な
し
に
、
来
場
者
は
大
満
足
の
様
子

で
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
そ
ば
打
ち
の
実
演
の
ほ
か
、

南
郷
産
の
新
米
や
地
酒
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
実
り
多
き
秋
の
ひ
と
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。

新そばを頬張る来場者
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荒天中止の駒止湿原ブナ植樹祭
関係者らの協力で無事に植樹

　

10
月
22
日
、
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
「
駒

止
湿
原
ブ
ナ
植
樹
祭
」
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨

の
影
響
で
や
む
な
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
の
た
め
に
確
保
し
た
ブ
ナ
の
苗
木
約

１
８
０
０
本
は
、
そ
の
後
、
東
北
電
力
㈱
、
南

会
津
の
湿
原
を
守
る
会
、
駒
止
湿
原
案
内
の
会

の
協
力
に
よ
り
、
10
月
31
日
に
植
樹
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

植
樹
さ
れ
た
ブ
ナ
は
、
戦
後
の
農
地
利
用
で

保
水
力
の
低
下
や
土
壌
環
境
が
変
化
し
た
湿
原

緩か
ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯
の
植
生
復
元
と
、
湿
原
環
境
を
守
る

保
全
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

初雪が残る旧開拓農地に苗木を植樹

君島勝美さんが知事感謝状を受賞
老人クラブの育成に多大な貢献

　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
南
会
津
地
方
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
双
方
の
会
長
を
務
め
る
君
島

勝
美
さ
ん（
岩
下
）が
、
第
31
回
福
島
県
高
齢
者

福
祉
大
会
で
福
島
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

君
島
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
増
強
運
動
や
組
織
活
動
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
、
こ
の
た
び
こ
れ
ら
の
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
６
日
、
君
島
さ
ん
が
受
賞
の
報
告
の
た

め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

左から君島さん、大宅町長

ま ち の 話 題
news ＆ topics

売
上
の
一
部
を
森
林
環
境
保
全
活
動
に
活
用
す
る
協
定
締
結

環
境
に
や
さ
し
い「
薪
で
育
て
た〝
し
い
た
け
〟」

　

田
島
地
域
の
花
き
農
家
、
湯
田
泰
章

さ
ん
（
栗
生
沢
）、湯
田
浩
史
さ
ん
（
水

無
）、
室
井
崇
さ
ん
（
田
部
）
の
若
者

３
人
は
、「
田
島
菌
床
き
の
こ
生
産
振

興
会（
湯
田
泰
章
会
長
）」を
立
ち
上
げ
、

今
年
度
よ
り
町
内
産
の
間
伐
材
を
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に
利
用
し
、
環
境

に
優
し
い
「
薪
で
育
て
た
し
い
た
け
」

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
い
た
け
１
パ
ッ
ク
（
１
０
０
㌘
）

に
つ
き
１
円
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
な
み

あ
い
づ
森も

り林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
寄
付

し
、
同
法
人
で
は
そ
の
寄
付
金
を
森
林

環
境
の
保
全
活
動
に
活
用
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
た
び
、
田
島
菌
床
き
の
こ
生
産

振
興
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
な
み
あ
い
づ

森
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
南
会
津
町
、
会

津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
の
４
者
で
、

そ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

町
の
豊
か
な
森
林
資
源
が
有
効
活
用

さ
れ
、
さ
ら
に
低
コ
ス
ト
化
に
も
つ
な

が
る
先
駆
的
な
取
り
組
み
に
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

協定を締結した田島菌床きのこ生産振興会の湯田泰章会長（左から２人目）

交 流 広 場

　

町
の
伝
統
的
な
祭
礼「
会
津
田
島
祇
園
祭
」

や
中
世
の
山
城
「
鴫
山
城
」、
そ
れ
ら
を
わ

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学
ぶ
た
め
の
「
お
は

な
し
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
一
面
が
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

人
に
教
え
た
く
な
る
！

　
　
　
　

南
会
津
町
の
お
は
な
し
会

【おはなし会の内容等】

回 開　催　日 内　　　容 定員 場　所 時　間

１ 平成30年１月11日（木） 会津田島祇園祭  ～お党屋制度～ 20人

びわのかげ
高齢者センター

午後６時３０分
～午後８時

２ 平成30年２月15日（木） 会津田島祇園祭  ～大屋台・屋台歌舞伎～ 20人

３ 平成30年３月15日（木） 鴫山城跡 20人

祇園祭の始まり「御千渡参り」
実は、お正が・・・・・・・・・
ダメだべぇ これはまだヒミツだべぇ
みんなが話を聞くまで
ガマンするしかねぇべぇ

【申込み・問合せ】
南会津町観光物産協会

電話　０２４１- ６２- ３０００

ま ち の 話 題
news ＆ topics

田島高校生が職場体験
広報活動や情報発信などを体験

　

田
島
高
校
生
の
職
場
体
験
が
11
月
15
日
か
ら

17
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
の
仕
事
を
体
験
し
た
の
は
、
赤
羽

希
さ
ん
（
２
年
）
と
星
弥
生
さ
ん
（
２
年
）
の

お
二
人
。
総
合
政
策
課
（
広
報
）、総
務
課
（
財

産
管
理
）、
生
涯
学
習
課
（
子
供
歌
舞
伎
）
の

仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ
１
日
ず
つ
体
験
し
ま
し
た
。

　

広
報
で
の
仕
事
は
、
他
の
事
業
所
で
職
場
体

験
し
て
い
る
生
徒
を
取
材
し
、
町
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

　

田
島
保
育
園
と
み
な
み
や
ま
観
光
㈱
、
生
涯

学
習
課
で
の
仕
事
の
様
子
を
写
真
に
収
め
、
取

材
の
感
想
を
添
え
て
広
く
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
お
知
ら
せ
の

仕
事
も
舞
い
込
ん
だ
た
め
、
お
二
人
を
放
送
室

に
案
内
し
、
緊
張
と
不
安
の
中
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
経
て
実
際
に
録
音
放
送
す
る
仕
事
も
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

放
送
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
み
な
さ

ん
お
気
づ
き
に
な
り
ま
し
た
か
？

放
送
担
当
者

放
送
内
容

放
送
日
時

放
送
地
域

赤
羽
希
さ
ん

議
員
定
数
と
議
員

報
酬
に
関
す
る
住

民
説
明
会

11
月
23
日（
木
）

午
後
４
時

午
後
６
時
45
分

11
月
24
日（
金
）

午
後
４
時

田
島

星
弥
生
さ
ん

年
末
年
始
の
交
通

事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動

12
月
９
日（
土
）

午
後
４
時

午
後
６
時
45
分

全
域

赤羽さんの投稿（１１月１５日） 星さんの投稿（１１月１７日）

職
員
と
一
緒
に
放
送
を
体
験

（
写
真
は
赤
羽
さ
ん
）
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お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
local   life   Information

お
知
ら
せ
・
募
集

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
】

対
象
者　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま
た

　
　
　
　
　

は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残
る
家
庭

　
　
　
　
　

の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

貸
付
金
額　

一
時
金
：
15
万
５
千
円

　
　
　
　
　

毎　

月
：
１
～
２
万
円

利　
　

子　

無
し

貸
付
条
件　

生
活
困
窮
家
庭

返　
　

還　

原
則
20
年
以
内
の
月
々
均
等
払
い

【
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
】

対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り
「
脳
」「
脊
髄
」

　
　
　
　
「
胸
腹
部
臓
器
」
に
重
度
の
障
害
が

　
　
　
　

残
り
、
日
常
生
活
で
「
常
時
」
ま
た

　
　
　
　

は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
な
方
で
、

　
　
　
　

自
賠
責
保
険
の
後
遺
障
害
等
級
が
次

　
　
　
　

に
該
当
す
る
方

●
Ⅰ
種
（
１
級
１
号
ま
た
は
２
号
に
認
定
）

●
Ⅱ
種
（
２
級
１
号
ま
た
は
２
号
に
認
定
）

支
給
額

・
特
Ⅰ
種　

６
万
８
４
４
０
円
～
13
万
６
８
８
０
円

・
Ⅰ　

種　

５
万
８
５
７
０
円
～
10
万
８
千
円

・
Ⅱ　

種　

２
万
９
２
９
０
円
～
５
万
４
千
円

　

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構　

福
島
支
所

　

０
２
４
（
５
２
２
）
６
６
２
６

　

０
２
４
（
５
２
２
）
６
６
２
７

　

http://w
w

w.nasva.go.jp/

℡Ｆ 問HP

【
施
設
見
学
会
を
開
催
】

　

職
業
能
力
（
キ
ャ
リ
ア
）
に
プ
ラ
ス
し
て
、

新
た
な
技
能
を
習
得
す
る
職
業
訓
練
へ
の
理
解

を
深
め
る
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

12
月
18
日
（
月
）・
12
月
25
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日問℡ 【
職
業
訓
練
生
を
募
集
】

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
、
６
か
月
の
職
業

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

短
期
デ
ュ
ア
ル
訓
練
（
機
械
も
の
づ
く
り
コ

　

ー
ス
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
）

　

平
成
30
年
２
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

９
人

　

無
料

　

平
成
30
年
１
月
11
日
（
木
）

　

選
考
日　

平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

　

０
２
４
２
（
２
６
）
１
５
８
５

日 内対注 締 定料問℡Ｆ ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ（
職
業
能
力
開
発
）

県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦
に
関
す
る

調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
平
成

23
年
度
よ
り
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
７
月
31

　

日
ま
で
に
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康

　

手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方

②
右
記
の
期
間
に
県
外
で
母
子
健
康
手
帳
を
交

　

付
さ
れ
た
方
で
、
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
た
方

【
目
的
】

①
妊
産
婦
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
状
態
の
把

　

握
②
回
答
者
の
う
ち
、
ケ
ア
が
必
要
な
方
へ
の
サ

　

ポ
ー
ト

③
今
後
の
県
内
の
産
科
・
周
産
期
医
療
の
充
実

【
内
容
】

　

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
専

任
の
助
産
師
や
保
健
師
な
ど
か
ら
電
話
や
メ
ー

ル
を
通
じ
て
、
不
安
や
悩
み
に
関
す
る
相
談
・

支
援
を
し
ま
す
。

　

な
お
、主
な
調
査
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
妊
産
婦
の
こ
こ
ろ
の
健
康

　

・
現
在
の
生
活
や
育
児
状
況

　

・
妊
娠
出
産
の
経
過

　

・
次
回
妊
娠
に
対
す
る
意
識

【
調
査
票
発
送
時
期
（
予
定
）】

①
平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）

②
平
成
30
年
３
月
12
日
（
月
）

※
平
成
29
年
11
月
１
日
（
水
）
に
発
送
し
て
い

　

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

①
調
査
に
関
す
る
こ
と
（
設
問
内
容
、
調
査
票

　

の
送
付
停
止
、
再
発
送
な
ど
）

　

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

②
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
に
関
す
る
こ
と
（
操
作
方

　

法
、
動
作
環
境
な
ど
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

無
料
０
１
２
０
（
１
２
４
）
０
０
３

　

有
料
０
２
４
（
５
６
３
）
６
５
８
０

　

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

　

土
日
祝
祭
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
サ
ポ
ー
ト

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
家
庭
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
内
外
の
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
に
か
か
る
費
用
を
対

象
と
し
た
、
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

あ
な
た
の
〝
未
来
〟
を
応
援
し
ま
す
。

【
融
資
額
】

　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

【
金
利
】

　

年
１
・
76
％
（
固
定
金
利
）

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
年
１
・
36
％

　
（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
）

【
返
済
期
間
】

　

15
年
以
内

※
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
18
年
以
内

【
利
用
範
囲
】

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
賃
貸
住
宅

の
敷
金
や
家
賃
な
ど

【
返
済
方
法
】

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

済
も
可
能
）

【
保
証
】

　

（公財）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
（
連
帯
保
証
人

に
よ
る
保
証
も
可
能
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

【
問
合
せ
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す

　

福
島
県
で
は
、
女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
一

緒
に
問
題
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
府
、
関
係
省
庁
、
各
自
治
体
や

関
係
機
関
で
は
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
の
啓
発
や
、
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ

　

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
結
婚
や
離

　

婚
な
ど
の
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
家
族
関
係
、

　

経
済
面
や
生
活
の
こ
と
な
ど

　

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
女
性
に

　

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
具
体
的
な

　

取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め

　

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
左
）」
の
、
保
存
・

　

利
用
登
録
も
可
能
で
す
。

　

福
島
県
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

福
島
県
女
性
の
た
め
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
５
２
２
）
１
０
１
０

シンボルマークは、女性の表情、
握りしめたこぶし、クロスさせ
た腕により、 女性に対する暴力
を断固として拒絶する強い意志
を表しています。

内他問℡問℡

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
の
開
始
に
よ

り
、
テ
レ
ビ
の
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
対
象
地
域
の
ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
。

　

影
響
が
出
た
場
合
は
、
訪
問
調
査
や
回
復
作

業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
１
月
25
日
以
降

　

無
料

　

（社）
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会

　

受
診
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０
（
７
０
０
）
０
１
２

　

０
５
０
（
３
７
８
６
）
０
７
０
０

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時
（
土
日
祝
日
含
む
）

日料問℡℡

第
９
回 
福
島
こ
ど
も
の
み
ら
い
映
画
祭

　

南
会
津
地
域
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
「
福
島

こ
ど
も
の
み
ら
い
映
画
祭
」。

　

９
月
に
桧
沢
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
こ
ど
も

映
画
学
校
」
で
製
作
さ
れ
た
２
作
品
や
、
ふ
く

し
ま
映
画
塾
で
製
作
さ
れ
た
作
品
、
一
般
映
画

が
無
料
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
よ
り
（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

　

無
料

【
主
な
上
映
作
品
】

　

こ
ど
も
映
画
学
校
（
桧
沢
小
学
校
）

　

ふ
く
し
ま
映
画
塾
作
品

　

こ
の
世
界
の
片
隅
に

　

ち
え
り
と
チ
ェ
リ
ー　
　

な
ど

　

福
島
こ
ど
も
の
み
ら
い
映
画
祭
実
行
委
員
会

　

事
務
局

　

０
８
０
（
５
５
５
９
）
８
５
１
０

日料問 場℡

相
　
談
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健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

12月17日 高 橋 医 院 （南会津町） 0241-62-0040

　　24日 芳 賀 医 院 （下　郷　町） 0241-67-2128

　　31日 長 谷 川 医 院 （南会津町） 0241-62-0032

１月７日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141

　　14日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036

　　21日 伊 南 小 野 木 ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-76-7780

　　28日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１２・１ 月の日曜当番医

乳幼児健診・相談カレンダー

●乳幼児健康相談
期　日 相談内容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月14日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 保健センター
（御蔵入交流館内） 平成28年10月～12月15日生まれ

●乳幼児健康診査
期　日 健診内容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月20日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 保健センター
（御蔵入交流館内）

平成29年８月生まれ

１月10日（水） ３歳６か月児健診 平成26年６月14日～７月生まれ

１月12日（金） ２歳児歯科健診 平成27年６月16日～８月生まれ

１月17日（水） ３～４か月児健診 平成29年９月生まれ

１月24日（水） １歳６か月児健診 平成28年６月～７月生まれ

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　　電話０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　　電話０２４１- ７２- ２２２５

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

－　プロフィール　－

星　テツヨ さん（水無）

大正６年１０月２８日 生まれ

【長寿の秘訣】

　余計なものは食べない

【家族】

　子４人・孫１３人・ひ孫９人

－　プロフィール　－

橘　巳喜雄 さん（水引）

大正６年１０月３１日 生まれ

【長寿の秘訣】

　何でも好き嫌いなく食べる
　毎日の晩酌を欠かさない

【家族】
　子３人・孫５人・ひ孫３人

－　プロフィール　－

五十嵐マサ さん（滝原）

大正６年１１月１７日 生まれ

【長寿の秘訣】
　食事は３食欠かさず食べる
　果物やヨーグルトが好き

【家族】
　子７人・孫１６人・ひ孫１４人・玄孫１人

－　プロフィール　－

阿久津フミコ さん（八総）

大正６年１１月９日 生まれ

【長寿の秘訣】
　編み物など指先の仕事が得意
　毎年文化祭に作品を出展

【家族】
　子４人・孫９人・ひ孫１０人

１２月の納税こよみ
固 定 資 産 税　第３期
国 民 健 康 保 険 税　第６期
介 護 保 険 料　第６期
後期高齢者医療保険料　第５期
国 民 年 金　11月分

納期限は１２月２７日（水）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所町民課　　　℡ 0241-72-2224

１２月の「休日納付・休日納税相談」開設日を変更します
　税務課では、毎月の最終日曜日に「休日納付・休日納税相談」を開設しています。
　１２月の最終日曜日が３１日（大晦日）に当るため、前週の２４日に変更しますので
ご注意ください。
　なお、時間は午前８時３０分から正午までです。

田
島
中
学
校 

平
成
４
年
度
卒
業
生
に
よ
る

厄
払
い
み
か
ん
ま
き

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
早
い
も
の
で
25
年
ー
。

　

平
成
30
年
に
〝
初
老
の
大
厄
（
数
え
42
歳
）〟

を
迎
え
る
同
級
生
が
結
集
し
、
お
正
月
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
恒
例
行
事
「
厄
払
い
み
か
ん
ま

き
」。

　

み
か
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
餅
や
お
菓
子
な
ど

も
た
く
さ
ん
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
ご

近
所
、
さ
ら
に
は
友
人
・
知
人
も
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

日　

時　

平
成
30
年
１
月
２
日（
火
）

　
　
　
　

正
午
よ
り

会　

場　

御
蔵
入
交
流
館 

駐
車
場

参
加
料　

無
料

主　

催　

巳み
う
ま午
会（
会
長 

猪
股 

信
也
）
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「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

【一般図書】
やさしい猫の看取りかた　　　沖山　峯保　監修

夏井いつきの「雪」の歳時記　　夏井いつき　著

くちなし　　　　　　　　　　　彩瀬　まる　著

双生児　　　　　　　　　　　　折原　　一　著

島抜けの女　　　　　　　　　　佐伯　泰英　著

キッチンコロシアム　　　　　　田中　経一　著

さくら、うるわし　　　　　　　長野まゆみ　著

西郷どん！前・後編　　　　　　林　真理子　著

物語と歩いてきた道　　　　　　上橋　菜穂  著

月夜の散歩　　　　　　　　　　角田　光代　著

【児童図書】
貨物船のはなし　　　　　　　　柳原　良平　作

ねこの町のダリオ写真館　　　小手鞠　るい　作

一◯五度　　　　　　　　　　佐藤　まどか　著

いろのかけらのしま　　　イ・ミョンエ　作と絵

がちょうのたんじょうび　　　　新美　南吉　作

おじいちゃん　　　　　　　梅田　俊作　作・絵

メリーメリークリスマス！　　　岡村志満子　作

ノラネコぐんだんアイスのくに　　工藤ノリコ　著

どうぶつマンションにようこそ　二宮由紀子　文

ウルトラセブンのおもちゃ箱　　まつやま　たかし　作画

電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

新 着 本 の ご 案 内

イベントのご案内

１月 （Ｊａｎｕａｒｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

12 月（Ｄｅｃｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

休館日のお知らせ

は休館日

図書館へ行こう！
まちの文芸

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

菊
ひ
た
し
噛
ん
で
夕
餉
の
箸
を
置
く　
　

星　
　

昴
明

　

山
城
の
空
濠
埋
め
橅
黄
葉　
　
　
　
　
　

湯
田　

畊
道

　

初
霜
や
犬
と
散
歩
の
老
夫
婦　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

刈
田
行
く
歩
き
続
け
て
四
十
年　
　
　
　

大
桃　
　

白

　

籠
一
杯
並
ぶ
舞
茸
買
手
済　
　
　
　
　
　

馬
場
美
世
子

　

秋
祭
り
売
る
人
買
う
人
村
の
人　
　
　
　

馬
場　

ミ
エ

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

茶
呼
ば
れ
て
手
際
よ
き
友
栗
粉
餅　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

　

寒
星
や
見
上
げ
る
子
ら
の
夢
の
数　
　
　
　

酒
井　

里
美

　

源
流
は
百
名
山
よ
水
澄
め
り　
　
　
　
　
　

星　

美
恵
子

鴫
山
短
歌
会

　

仏
壇
に
寄
せ
書
き
供
え
手
を
合
わ
す

　
　
　

孫
ら
の
顔
に
夕
日
が
映
え
る　
　
　

梅
宮　

直
子
（
今
生
）

　

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
間
違
う
事
故
多
く

　
　
　

我
と
重
ね
て
ニ
ュ
ー
ス
見
つ
め
る　

大
竹　

幸
一
（
塩
江
）

　

曼
殊
沙
華
す
ん
な
り
伸
び
て
赤
く
咲
き

　
　
　

彼
岸
の
原
は
花
火
の
ご
と
し　
　
　

澤
崎　

芳
子
（
寺
前
）

◆前回の「厄払いみかんまき」は私たちの世代でした。
　先輩より引き継いでから本番まで、さまざまな準備や
　段取りなど、地元の同級生がそれぞれの力を如何なく
　発揮。当日は天候にも恵まれ、大成功に終わることが
　できました。
◆今回も着々と準備が進んでいるようです。再会が卒業
　以来という同級生や恩師もいることでしょう。
◆〝同級生〟という唯一無二の絆は大きな力になります。
　がんばってください。

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成２９年１２月１日現在

総人口 １６，０９５ 人 （－２５）
男 ７，８８４ 人 （－　７）
女 ８，２１１ 人 （－１８）

世帯数 ６，７６９ 世帯 （－　７）
※（　）内は前月比　

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

≪クリスマス映画会≫

期　日 １２月２３日（土）

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール

内　容

★午前１１時～（約３０分）

　作品「日本のむかしばなし」

　因幡の白兎、嫁の坊主頭、三枚のお札

★午後２時～（約９０分）

　作品「あらいぐま ラスカル」

≪１２月のおはなし会≫

テーマ 「プレゼント」

期　日 １２月１６日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

≪１月のおはなし会とカルタ遊び≫

テーマ 「えんぎもの」

期　日 １月２０日（土）

時　間 午前１０時３０分～

会　場 御蔵入交流館 健診ホール

対　象 幼児～小学生と保護者

※いずれのイベントも申込み不要です。直接会場にお越しください。

第
13
回 

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を

弾
こ
う
in 

御
蔵
入
交
流
館

　

幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
の
80
人
が
出
演

し
、
ジ
ブ
リ
や
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
な
ど
を
奏
で
る
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
、
会
津
高
原
を
舞
台
に
地
元
の
幼
稚

園
児
や
中
学
生
、
合
唱
団
が
出
演
し
、
音
楽

で
つ
づ
る
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

同
日
開
催
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

・
午
前
10
時
30
分　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
第
１
部

・
午
後
１
時　

サ
ウ
ン
ド 

オ
ブ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
午
後
２
時　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
第
２
部

【
会　

場
】
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

【
問
合
せ
】
若
き
音
楽
家
を
育
て
る
会

●
阿
部
徳
子

　

TEL
０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
４
８

　

FAX
０
２
４
１
（
６
２
）
１
２
８
０

　

TEL
０
９
０
（
６
２
５
９
）
４
２
７
０

●
室
井
和
可
子

　

TEL
０
９
０
（
４
０
４
１
）
３
１
８
０

サ
ウ
ン
ド 

オ
ブ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

in 

南
会
津

同日開催
入場無料
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会津田島祇園祭写真コンテスト会津田島祇園祭写真コンテスト会津田島祇園祭写真コンテスト
金賞は戸田勝昭さん（喜多方市）、町観光物産協会長賞は江川多嘉さん（栃木県）が受賞

　

町
観
光
物
産
協
会
が
主
催
す
る
、
本
年

度
の
会
津
田
島
祇
園
祭
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
。

　

全
国
か
ら
祭
礼
期
間
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
を
撮
影
し
た
２
６
６
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
金
賞
に

戸
田
勝
昭
さ
ん（
喜
多
方
市
）の
作
品「
降

簾
幕
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
」、
町
観
光
物
産

協
会
長
賞
に
江
川
多
嘉
さ
ん
（
栃
木
県
）

の
作
品
「
祈
祷
中
」
が
輝
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
金
賞
】

　

戸
田
勝
昭
（
喜
多
方
市
）

【
銀
賞
（
２
人
）】

　

柏
舘
健
（
い
わ
き
市
）、
矢
作
武
一
（
古
殿
町
）

【
銅
賞
（
３
人
）】

　

佐
藤
幸
雄
（
郡
山
市
）、
福
原
勝
宏
（
千
葉
県
）、

　

根
本
晴
夫
（
白
河
市
）

【
入
選
（
５
人
）】

　

酒
井
順
正
（
昭
和
村
）、関
根
松
美
（
須
賀
川
市
）、

　

青
田
道
雄（
相
馬
市
）、佐
山
勝
信（
会
津
若
松
市
）、

　

入
岡
一
郎
（
千
葉
県
）

【
佳
作
（
５
人
）】

　

斎
藤
英
夫
（
栃
木
県
）、
山
中
富
夫
（
同
）、
永
井

　

幹
雄
（
群
馬
県
）、
関
上
佑
二
郎
（
神
奈
川
県
）、

　

佐
浦
元
春
（
鏡
石
町
）

【
南
会
津
町
観
光
物
産
協
会
長
賞
】

　

江
川
多
嘉
（
栃
木
県
）

【
福
島
民
報
社
賞
】

　

乙
黒
幸
智
夫
（
山
梨
県
）

【
福
島
民
友
新
聞
社
賞
】

　

我
妻
英
昭
（
石
川
町
）

【
田
島
写
真
ク
ラ
ブ
賞
】

　

星
伸
哉
（
南
会
津
町
）

【
奈
良
屋
賞
】

　

後
藤
博
（
宮
城
県
）

南会津町観光物産協会長賞
「祈祷中」

江川多嘉（栃木県）

金賞「降簾幕のラストシーン」
戸田勝昭（喜多方市）

田島写真クラブ賞
「ヨォー！（夏の風物詩）」

星伸哉（南会津町）

福島民報社賞「紅美しく」
乙黒幸智夫（山梨県）

福島民友新聞社賞「淡い雨色」
我妻英昭（石川町）

奈良屋賞「出番前」
後藤博（宮城県）


